


デジタルバッジ等関連標準国内適用検討部会

Caliper Analytics 関連標準国内適用検討部会

OneRoster 国内適用検討部会

LTI 国内適用検討部会

テーマ: 「校務系」システムと「学習系」システムで、
「クラス名簿」と「成績データ」の相互運用

• 校務系システムにある「クラス名簿」を「学習系」で活用する。

テーマ: さまざまな「学習アプリケーション」での「学び」の統合
• 複数のアプリケーションでの「学び」と「結果」を1つにまとめる

テーマ: 学習活動ログの収集と活用
• 点数などの学習の結果だけでなく、「学び」過程をログとして記録し、
学習データとして活用する。

学校での「学び」に関する部会の活動とテーマ例

テーマ: 「学び」の達成証明
• 「学び」の目標を達したことを証明し、動機づけにしたり、学校間での
「履修証明」に用いたりする。



LTIOneRoster

Caliper AnalyticsOpen Badges

部会の活動と「理事会」

「校務系」と「学習系」での
名簿・成績の相互運用

学習アプリケーションでの
「学び」の統合

学習活動ログの収集と活用「学び」の達成証明

個別最適化された「学び」の実現



CASE

生涯学習・eラーニング
成績・能力証明
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IMS技術標準の概要

CLR: Comprehensive Learner Record
• 学習者のコンピテンシー（資格・能力）、スキルや学習成果

の、セキュアで証明可能な記録。
• CLRで記述された学習者自身の保有・管理を、学習者自身で

保有・管理する「CLR Wallet: データバンク」を構築する。CLR 
Wallet

CLR

Open Badges

OneRoster
• 名簿・教材・成績情報を、LMS・SIS間で交換する

技術標準
• Ver1.2より、教材、成績情報にCASE IDを登録で

きる。これにより、学習教材・成績に対応する学習
標準・資格・能力を記載できるようになる。

CASE: Competencies & Academic Standards Exchange
• 学習者の資格・能力と、学習標準、ルーブリックを交換する技術標準。
• 学習内容等をシステムが識別できるフォーマットで記述する。

LTI/Caliper
• 共に最新の仕様でCASE IDに対応する。
• CASE IDにより、学習ログに対応する

学習標準・資格・能力を記載できる。
LRS

Caliper

学校での学習・管理
学習活動の記録・分析 LTI

Ver.1.1
Ver.1.1

Ver.1.3

Ver.1.0

（Ver.1.0策定中）

Ver.2.0

• 学習者自身が証明したい資格・能力を、改ざんのない、
信頼のできるフォーマットで発行する。

• デジタルバッジ（Open Badgesはデジタルバッジ実装の
技術標準）を流通させる、信頼のできる基盤として、
Blockcertsが開発されている。
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